
須恵町シニアクラブ連合会　令和６年11月発行

表紙写真について主な内容

● 若杉クラブ行事紹介
（市町村老連事務局長研修会）   ２
（県老連体力測定講習会）   ３
（秋期一斉奉仕作業）   ４
（郡シ連幹部研修会）   ４〜５
（令和６年度作品展）   ６
（市町村老連新任会長研修会）   ６〜７

● 地区クラブ紹介(新原シニアクラブ)   ７〜８
● クラブ活動紹介（童謡の会）   ８
● 会員のひろば   ９〜１１
● 医療施設等紹介（太田整形外科）   １１
● 広報部からのお知らせ、会員訃報   １２
● スナップで見る活動、編集後記   １２

頁
鳥　名：ルリビタキ
撮影地：須恵町上須惠
夏に本州以北で繁殖し、秋になると九州

方面に南下してきます。冬鳥のジョウビタ

キ同様、ヒタキの仲間なので火打石を叩く

ときの音のような地鳴きをします。

写真の鳥は、皿山公園付近の登山道で、

餌を求めて地面に降りたところ撮ったもの

です。餌は落ち葉の下に隠れているイモム

シ類ですが、その他ハゼノキやカラスザン

ショウ等の木の実を食べたりします。

（写真・文：上杉和稔）
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こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、（
令
和
６
年
７

月
号
）
以
降
の
行
事
に
つ
い
て
順
を

追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

藤
　
英
寿

去
る
8
月
1
日
（
木
）
～
2
日
（
金
）

に
か
け
て
、
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
以
下
県
老
連
）
の
令
和
6
年
度
地

区
・
郡
・
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
以
下
市
町
村
老
連
）
事
務
局
長
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
県
老
連
指
定
旅
館
の
「
ホ
テ

ル
セ
キ
ア
」（
熊
本
県
玉
名
町
）、
参
加

者
は
、
市
町
村
老
連
事
務
局
長
31
名
、

県
老
連
会
長
及
び
副
会
長
7
名
、
県
老

連
事
務
局
3
名
の
合
計
41
名
で
す
。
参

加
者
は
、
ホ
テ
ル
セ
キ
ア
送
迎
バ
ス
3

台
及
び
自
家
用
車
を
利
用
し
て
会
場
に

入
り
ま
し
た
。

私
は
事
務
局
長
の
立
場
で
参
加
し
送

迎
バ
ス
1
号
車
を
利
用
、
Ｊ
Ｒ
博
多
駅

筑
紫
口
か
ら
約
2
時
間
か
け
て
会
場
に

つ
き
ま
し
た
（
遠
距
離
で
チ
ョ
ッ
ト
疲

れ
ま
し
た
）。

と
こ
ろ
で
、
研
修
会
の
概
要
を
述
べ

る
前
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

長
の
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
、

若
杉
ク
ラ
ブ
の
例
を
挙
げ
て
簡
単
に
紹

介
し
ま
す
。

事
務
局
長
の
役
割
を
わ
か
り
や
す
く

言
う
と
「
扇
の
要
（
か
な
め
）」
で
す
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
若
杉
ク
ラ
ブ

の
運
営
は
、
会
員
・
役
員
が
自
主
的
に

行
い
、活
動
全
体
は
、企
画
か
ら
運
営
、

事
後
処
理
ま
で
の
役
割
を
分
担
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
営
の
中
で
、

会
長
は
方
針
を
決
定
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体
的
な
目
標
や
計
画
を
た

て
、
担
当
役
員
に
展
開
す
る
の
が
事
務

局
長
の
役
割
（
扇
の
要
と
言
わ
れ
る
理

由
）
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
研
修
会
は
対
話
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
数
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
共
通
の
課
題

を
解
決
し
て
い
く
）
で
行
わ
れ
、（
株
）

ア
テ
ン
ド
代
表
取
締
役
の
福
成
有
美
さ

ん
が
講
師
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
老
人
ク
ラ
ブ
が
抱
え

る
課
題
な
ど
を
共
有
し
、
今
後
の
と
び

う
め
ク
ラ
ブ
（
県
老
連
）
の
未
来
に
つ

い
て
考
え
る
」
で
す
。
流
れ
は
「
問
題

解
決
の
考
え
方
」➡

「
対
話
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」➡

「
ま
と
め
」
で
、
約
3

時
間
か
け
て
行
い
ま
し
た
（
充
実
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
）。

ま
と
め
で
は
、
理
想
の
と
び
う
め
ク

ラ
ブ
を
創
る
た
め
に
は
、「
会
員
加
入

促
進
の
課
題
解
決
の
た
め
に
行
動
す
る

こ
と
が
必
須
」
と
い
う
認
識
を
あ
ら
た

め
て
深
め
ま
し
た
。

そ
の
他
、
県
老
連
事
務
局
か
ら
は
、

「
市
町
村
老
連
活
動
の
と
び
う
め
ク
ラ

ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
登
録
方
法
」
と

ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
「
と
び
う
め
ク
ラ

ブ
福
岡
（
県
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
の

閲
覧
方
法
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

市
町
村
老
連
事
務
局
長

研
修
会
に
参
加
し
て

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

老人クラブ

シンボルマー

ク「末広鶴と

日の丸」

対話型ワークショップの様子

（県老連事務局提供）

分りやすいワークショップを進行された

講師の福成さん（県老連事務局提供）
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若
杉
ク
ラ
ブ
健
康
推
進
部
会
長

赤
星
　
明
吉

去
る
9
月
5
日
（
木
）、
福
岡
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
以
下
県
老
連
）
主

催
の
体
力
測
定
講
習
会
が
、
市
町
村
老

連
の
体
力
測
定
普
及
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
市
町
村
老
連
64
名
、

ス
タ
ッ
フ
20
名
（
県
老
連
の
募
集
に
応

募
し
た
人
、
若
杉
ク
ラ
ブ
藤
会
長
も
応

募
さ
れ
ま
し
た
）、
そ
の
他
の
合
計
89

名
。
若
杉
ク
ラ
ブ
は
、
私
と
、
令
和
6

年
度
新
任
健
康
サ
ポ
ー
ト
員
、
和
気
利

彦
さ
ん
（
佐
谷
建
正
会
）、
蔵
座
照
雄

さ
ん
（
上
須
恵
若
水
会
）、
下
條
三
保

子
さ
ん
（
須
恵
福
寿
会
）、
楢
木
野
敏

夫
さ
ん
（
城
山
福
寿
会
）、
廣
瀬
勝
利

さ
ん
（
新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
の
6
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
は
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
、
午
前
は
研
修
室
で
講
義
、
午
後
は

体
育
館
で
実
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
、
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
健
康
づ

く
り
の
指
導
者
で
、
県
老
連
が
長
年
お

願
い
し
て
い
る
順
天
堂
大
学
名
誉
教
授

の
武
井
正
子
さ
ん
で
す
。

午
前
中
の
講
義
「
高
齢
期
の
運
動
に

よ
る
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
」
の
前

半
は
、
筋
肉
や
骨
の
動
き
な
ど
、
私
た

ち
に
は
分
か
り
や
す
い
説
明
で
し
た
。

今
ま
で
何
気
な
く
行
っ
て
い
た
運
動
も

こ
の
説
明
を
聞
き
、
も
っ
と
効
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

午
後
の
最
初
の
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

体
操
で
仲
間
と
楽
し
く
健
康
づ
く
り
」

で
は
「
立
っ
て
す
る
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

体
操
」
を
、
実
際
に
体
を
動
か
し
な
が

ら
行
い
、
一
つ
一
つ
の
動
き
が
、
転
倒

予
防
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
バ
ラ
ン
ス
能

力
の
改
善
と
介
護
予
防
に
効
果
が
あ
る

こ
と
知
り
ま
し
た
。

午
後
の
実
技
は
、
握
力
、
上
体
起
こ

し
、長
座
体
前
屈
、10
ｍ
障
害
物
歩
行
、

開
眼
片
足
立
ち
、
6
分
間
歩
行
の
6
種

目
を
行
い
ま
し
た
。
6
分
間
歩
行
（
80

ｍ
版
）
は
初
め
て
経
験
し
ま
し
た
。
こ

の
6
分
間
歩
行
（
80
ｍ
版
）
は
「
6
分

間
に
何
メ
ー
ト
ル
歩
け
る
か
」
を
測
定

す
る
こ
と
で
、
足
腰
の
強
さ
と
総
合
的

な
体
力
（
全
身
持
久
力
）
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
自
立
し
て
元
気
に
生
活

す
る
た
め
の
基
礎
体
力
で
す
。
11
月
28

日
（
木
）
に
開
催
予
定
の
令
和
6
年
度

健
康
サ
ポ
ー
ト
員
研
修
会
で
講
習
会
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
実
技
で
は
参
加
者
が
お
互
い

の
測
定
結
果
を
見
せ
合
っ
て
楽
し
く
測

定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
若
杉
ク
ラ
ブ
が
体
力
測
定
の

取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
令
和
4
年
度

か
ら
で
す
。
令
和
5
年
度
は
、
健
康
サ

ポ
ー
ト
員
研
修
会
で
県
老
連
か
ら
講
師

を
招
き
体
力
測
定
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
後
に
体
力
測
定
用
具
を
購

入
、
単
位
ク
ラ
ブ
で
体
力
測
定
を
始
め

て
2
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
講
習
会
は
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
非
常
に
有
意
義
な
研
修

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

県
老
連
体
力
測
定

講
習
会
に
参
加
し
て

６分間歩行（80ｍ版）様子

（県老連事務局提供）

午前中の講義の様子

（県老連事務局提供）
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に
た
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
人
数
は
、
美
化
作
業
が
255
人
、

資
源
回
収
が
123
人
の
合
計
378
人
で
し

た
。写

真
は
旭
ケ
丘
旭
寿
会
が
行
っ
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
旭
ヶ
丘
児
童

公
園
バ
ス
停
周
辺
と
、
須
恵
第
三
小
学

区
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
横
の
歩
道
の
草

取
り
と
清
掃
後
の
様
子
で
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
広
報
部

松
本
　
譲

9
月
19
日
（
木
）
篠
栗
町
ク
リ
エ
イ

ト
篠
栗
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
令
和
6

年
度
糟
屋
郡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

第
25
回
幹
部
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
若
杉
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
執
行
部
、

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
、
女
性
部
の
合
計
37

名
が
出
席
し
ま
し
た
。（

次
頁
に
続
く
）

郡
シ
連
幹
部
研
修
会

若
杉
ク
ラ
ブ
副
会
長
　駒

山
　
悦
章

9
月
に
な
っ
て
も
連
日
猛
暑
日
が
続

い
て
い
る
中
、
若
杉
ク
ラ
ブ
は
秋
期
一

斉
奉
仕
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
の
公
共
施

設
や
お
宮
の
美
化
作
業
と
、
集
め
た
ゴ

ミ
を
指
定
さ
れ
た
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
分

別
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
資
源

回
収
作
業
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶
な

ど
回
収
し
、
回
収
し
た
ゴ
ミ
袋
や
資
源

回
収
物
は
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
集
積

場
所
に
運
び
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
区

の
美
化
作
業
に
参
加
し
た
単
位
ク
ラ
ブ

も
あ
り
ま
し
た

こ
の
日
は
、
そ
れ
ほ
ど
日
差
し
が
強

く
な
い
午
前
８
時
か
ら
始
め
ま
し
た

が
、
み
る
み
る
う
ち
に
カ
ン
カ
ン
照
り

と
な
り
汗
び
っ
し
ょ
り
と
な
り
ま
し

た
。し

か
し
、
自
分
が
地
域
づ
く
り
に
役

秋
期
一
斉
奉
仕
作
業
を
行
う

福岡県粕屋郡宇美町神武原

6丁目2番7号

第三小校区アン

ビシャス広場横

コミュニティーバス旭ヶ丘児童

公園バス停周辺

糟屋郡シニアクラブ連合会

第25回幹部研修会開会式
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研
修
会
は
午
前
９
時
か
ら
始
ま
り
、

開
会
行
事
、
基
調
講
演
、
事
例
・
体
験

発
表
、
記
念
講
演
、
歓
迎
行
事
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
記
念
講
演
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

記
念
講
演

演
題　

認
知
症
を
理
解
し
備
え
よ
う
！

　
　
　

～
頭
と
体
の
健
康
の
た
め
に
～

　
講
師　

泯
江
堂　

三
野
原
病
院

　
　
　

理
事
長
・
院
長　

　
　
　

三
野
原　

元
澄
（
医
学
博
士
）

10
年
ぶ
り
に
、
厚
生
労
働
省
か
ら
日

本
の
認
知
症
患
者
の
推
計
値
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
前
回
2012
年
の
認
知
症
患
者

の
推
計
値
は
462
万
人
（
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
15
％
）
で
し
た
。
高
齢
者
人
口

が
増
加
し
高
齢
化
率
の
上
昇
と
と
も
に

2025
年
に
は
最
大
で
730
万
人
（
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
20.6
％
）、
い
わ
ゆ
る
高
齢

者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
、
そ
ん

な
時
代
が
来
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
。2022

年
の
認
知
症
患
者
の
推
計
値
は

443.2
万
人
（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

12.3
％
）
で
あ
り
、
前
回
の
2012
年
の
推
計

値
よ
り
も
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
軽
度
認
知
障
害
か
ら
認

知
症
に
進
展
す
る
者
の
割
合
が
減
少
し

て
い
る
。
成
人
の
喫
煙
率
の
低
下
、
生

活
習
慣
病
の
疾
患
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良

く
な
っ
た
こ
と
、
健
康
意
識
の
高
ま
り

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
高

齢
化
率
の
上
昇
に
伴
い
、
認
知
症
患
者

は
今
後
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

認
知
症
と
は
？

【
認
知
症
】

一
度
正
常
に
達
し
た
認
知
機
能
が
後

天
的
な
脳
の
障
害
に
よ
っ
て
持
続
性
に

低
下
し
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
支

障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
状
態

【
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
】

認
知
機
能
に
軽
度
の
障
害
が
認
め
ら

れ
る
が
、
日
常
生
活
に
は
支
障
が
な
い

状
態

認
知
症
の
症
状
を
理
解
す
る
。

【
認
知
症
様
の
症
状
を
き
た
す
疾
患
】

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
脳
血

管
性
認
知
症
（
脳
梗
塞
や
脳
出
血
）、

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症（
幻
覚
、幻
聴
）

な
ど

【
認
知
症
の
症
状
を
理
解
す
る
】

①
　
な
ん
ら
か
の
理
由
（
疾
患
）
で
脳

の
細
胞
が
死
ぬ

②　

中
核
症
状

　
　

脳
の
細
胞
が
壊
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
直
接
的
に
起
こ
る
症
状
の
事

で
、
記
憶
障
害
、
見
当
識
障

害
、
実
行
力
障
害
、
理
解
・
判

断
力
の
障
害
な
ど

③　

行
動
・
心
理
症
状

　
　

生
活
上
の
困
難
に
う
ま
く
適
応
で

き
な
い
場
合
に
加
わ
る
症
状
の
事

で
、
こ
の
症
状
は
、
性
格
・
環

境
・
心
理
状
態
が
影
響
し
ま
す
。

【
認
知
症
患
者
へ
の
接
し
方
】

非
難
的
な
対
応
を
す
る
と
、
行
動
・
心

理
症
状
が
悪
化
す
る
。

支
持
的
な
対
応
を
す
る
と
、
行
動
・
心

理
症
状
が
改
善
す
る
。

認
知
症
患
者
に
は
、
人
格
を
否
定
せ

ず
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
事
。

講演中の三野原

元澄先生
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若
杉
ク
ラ
ブ
総
務
　

長
澤
　
忠
賢

9
月
18
日
の
午
後
か
ら
9
月
21
日
の

会
員
の
集
い
終
了
ま
で
作
品
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

作
品
展
に
は
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ

ブ
活
動
か
ら
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ペ
ー

パ
ー
レ
リ
ー
フ
等
の
作
品
。
単
位
ク
ラ

ブ
か
ら
は
、
写
真
、
絵
画
、
書
道
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
ベ
ス
ト
、
手
芸
品
、

手
さ
げ
、
小
物
、
手
作
り
人
形
、
つ
ま

み
細
工
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
作
品
も
皆
様
の
日
頃
の
楽
し
み

と
努
力
の
結
晶
で
す
。
展
示
の
模
様
に

つ
い
て
は
、
12
頁
の
「
ス
ナ
ッ
プ
で
見

る
活
動
の
あ
れ
こ
れ
」で
紹
介
し
ま
す
。

お
礼会

員
の
集
い
、
会
員
作
品
展
の
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須

恵
な
ら
び
に
役
場
福
祉
課
の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
会
長
　
藤
　
英
寿

　

去
る
6
月
7
日
（
金
）、
福
岡
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
令
和
6
年
度
市

町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
以
下
県

老
連
）
新
任
会
長
研
修
会
が
春
日
市
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

研
修
会
に
は
、
新
任
会
長
11
名
、
県
老

連
か
ら
は
、
松
栄
磐
会
長
、
飯
田
み
ゆ

き
事
務
局
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

■
研
修
会
の
概
要

　

研
修
会
は
、
13
時
30
分
か
ら
約
2
時

間
行
わ
れ
、
自
己
紹
介
の
後
、
飯
田
事

務
局
長
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
・
課

題
等
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
は
、
私
自
身
は
事
務
局
長

と
し
て
何
度
か
聴
講
し
た
こ
と
も
あ

り
、「
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
活
動
の

進
め
方
、
県
老
連
会
員
増
強
運
動
の
実

施
要
領
等
」
に
関
す
る
若
杉
ク
ラ
ブ
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
、
県
老
連
の

方
針
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
こ
の
後
、
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

〇
意
見
交
換
会
の
概
要

　

市
町
村
老
連
が
抱
え
る
課
題
・
問
題

点
に
つ
い
て
（
県
老
連
飯
田
事
務
局
長

記
録
か
ら
引
用
し
ま
し
た
）

・
県
老
連
や
市
老
連
の
活
動
内
容
が
末

端
の
単
位
ク
ラ
ブ
ま
で
浸
透
し
て
い

な
い
と
感
じ
る
。
風
通
し
が
悪
い
。

逆
に
単
位
ク
ラ
ブ
の
方
の
情
報
も
把

握
で
き
て
い
な
い
た
め
、
情
報
を
上

げ
て
く
れ
と
指
示
し
て
い
る
。
今
年

度
は
単
位
ク
ラ
ブ
と
市
老
連
の
橋
渡

し
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
し
て
情
報
把
握
に
努
め
て
い
る
。

単
位
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

・
町
老
連
は
40
％
以
上
が
80
歳
以
上
で

あ
り
、
活
動
に
魅
力
が
な
い
。
1

人
の
純
増
と
い
う
の
が
い
か
に
難

し
い
か
。
高
齢
化
し
て
働
い
て
い
る

70
歳
く
ら
い
の
人
を
勧
誘
す
る
と
い

う
意
欲
が
な
い
。
今
年
度
は
役
員
を

総
入
れ
替
え
し
た
。
町
に
も
働
か
け

て
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

（
次
頁
に
続
く
）

令
和
６
年
度
作
品
展

市
町
村
老
連
新
任
会
長

研
修
会
に
参
加
し
て

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ★

● ● ● ●

診療時間

9：00～12：30

14：00～18：00

☎　４１０－２２２０

お問い合わせは診療時間内にお願い致します

★…9：00～13：00まで ※受付終了は30分前です

日曜日・祝日休診日

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３
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え
て
い
る
。

・
高
齢
者
は
終
活
や
相
続
の
問
題
な
ど

の
関
心
が
あ
り
、
悩
み
も
抱
え
て

い
る
。
我
々
は
高
齢
者
の
要
望
を

聞
き
取
っ
て
活
動
に
生
か
し
て
い

く
べ
き
。
民
生
委
員
な
ど
、
専
門

家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

増
や
し
て
協
力
し
て
い
き
た
い
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
人
員
が

減
っ
た
た
め
、
町
で
は
社
協
を
通

じ
て
老
人
ク
ラ
ブ
に
作
業
依
頼
が

来
て
い
る
。
役
員
の
な
り
手
が
少

な
い
の
も
問
題
。
単
位
ク
ラ
ブ
の

人
数
に
つ
い
て
、
30
人
と
い
う
基

準
は
弾
力
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
最
小
何
人
ま

で
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
？

・
み
や
ま
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
12

人
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
前
例

が
あ
る
の
で
役
場
も
認
め
る
し
か

な
い
。

■
研
修
会
に
参
加
し
て

　

研
修
会
に
参
加
し
た
市
町
村
老
連

は
、
ク
ラ
ブ
数
21
、
会
員
数
700
人
以
上

と
ク
ラ
ブ
数
15
、
会
員
数
155
人
以
下
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
規
模
の
最
大
は
28
ク

ラ
ブ
、
1510
人
。
規
模
の
最
小
は
6
ク
ラ

ブ
、
158
人
で
す
。
意
見
交
換
会
で
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
に

応
じ
て
抱
え
る
課
題
・
問
題
点
が
出
さ

れ
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
み
や
ま
市
老
人
ク
ラ
ブ
松
尾

会
長
の
「
旧
町
体
制
の
支
部
組
織
（
瀬

高
、
山
川
、
髙
田
）中
心
の
活
動
で
は
、

高
齢
化
や
地
域
の
担
い
手
不
足
に
よ
る

加
入
者
の
減
少
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め

昨
年
1
年
か
け
て
3
支
部
統
合
を
検
討

し
、
今
年
5
月
に
一
つ
に
ま
と
め
た
新

体
制
の
『
み
や
ま
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
』
を
誕
生
さ
せ
た
」
と
い
う
話
し
に

は
、
松
尾
会
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
合
同
慰
霊
祭

坂
下
　
昇
一

毎
年
七
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
る
新

原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
合
同
慰
霊
祭
は
、
新

原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
年
中
行
事
の
中
で

も
最
も
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
そ

の
歴
史
は
先
人
達
の
努
力
で
長
年
に
わ

た
り
営
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

歴
史
の
詳
細
は
さ
て
お
き
、
今
年
の
合

同
慰
霊
祭
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

前
日
の
九
時
か
ら
準
備
を
始
め
会
場

の
設
営
、
祭
壇
の
飾
り
つ
け
、
お
供
え

物
の
買
い
だ
し
等
を
行
い
ま
し
た
。
年

に
一
度
の
開
催
な
の
で
失
念
し
て
い
る

事
も
あ
り
、
前
年
の
記
憶
を
辿
り
写
真

等
も
参
考
に
し
つ
つ
昼
過
ぎ
に
は
何
と

か
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

【
合
同
慰
霊
祭
】

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
合
同
慰
霊
祭
は

「
宇
美
町
光
雲
寺
」
の
住
職
に
よ
り
執

り
行
わ
れ
ま
す
。
住
職
が
入
場
さ
れ
祭

壇
前
に
着
席
さ
れ
た
後
、
逝
去
さ
れ
た

会
員
の
皆
様
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷

を
行
い
ま
し
た
。

黙
祷
・
読
経
に
続
き
焼
香
を
行
い
ま

す
。
着
席
の
参
加
者
が
立
ち
上
が
り
、

祭
壇
前
ま
で
行
っ
て
の
焼
香
は
負
担
に

な
る
た
め
、
参
加
者
の
前
ま
で
焼
香
器

を
持
ち
回
り
焼
香
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
住
職
に
よ
る
法
話
が
あ
り

退
場
さ
れ
た
後
、
原
野
会
長
が
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
合
同
慰
霊
祭
は
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

（
次
頁
に
続
く
）

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介
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【
会
食
】

合
同
慰
霊
祭
に
引
き
続
き
会
食
で

す
。
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
の
設
営
後
着
席

し
、来
賓
の
紹
介
、献
杯
を
行
い
ま
す
。

来
賓
と
し
て
、
母
里
区
長
、
川
口
議

員
を
お
招
き
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
挨
拶
の
後
、
会
員
の

高
安
さ
ん
の
献
杯
の
発
声
で
会
食
が
始

ま
り
、
懇
談
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

予
定
時
間
よ
り
早
く
会
食
も
終
わ

り
、
早
速
後
片
付
け
の
始
ま
り
で
す
。

祭
壇
作
り
に
使
用
し
た
各
々
の
品
物

を
所
定
の
箱
に
戻
し
、
来
年
使
用
す
る

際
に
分
か
る
よ
う
整
理
し
て
倉
庫
に
納

め
ま
し
た
。

厳
か
な
慰
霊
祭
と
和
や
か
な
会
食
の

時
間
を
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
た
こ
と
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
来
年
も
元
気
な

姿
で
再
会
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
　
童
謡
の
会
　

上
須
恵
若
水
会
　
笹
原
　
一
子

～
み
ん
な
の
笑
顔
・
健
康
・
楽
し
み

　
な
が
ら
認
知
症
予
防
に
！
～

童
謡
の
会
は
、
会
員
53
名
が
毎
月
第

一
木
曜
日
・
第
三
木
曜
日
の
13
時
30
分

か
ら
15
時
ま
で
、
須
恵
町
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

童
謡
の
会
が
設
立
さ
れ
14
年
が
経
ち

ま
し
た
。
童
謡
の
会
の
皆
さ
ん
も
年
を

重
ね
、
声
が
出
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
深
浦
先
生
の
指
導
で
、

歌
う
前
の
軽
い
体
操
、
声
出
し
発
声
練

習
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
心
地
好
い
状

態
で
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

声
を
出
し
て
歌
う
こ
と
に
よ
り
元
気

を
も
ら
い
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

笑
顔
で
喜
ん
で
も
ら
え
る
童
謡
コ
ー
ラ

ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

9
月
21
日
（
土
）
に
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー

ル
須
恵
で
若
杉
ク
ラ
ブ
会
員
の
集
い
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
太
鼓
演
奏
、
カ
ラ

オ
ケ
、
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
が
、
童
謡
の
会
も
「
村

祭
り
」「
燈
台
も
り
」「
学
生
時
代
」
の

3
曲
を
歌
い
ま
し
た
。

深
浦
先
生
の
ご
指
導
を
得
て
、
人
の

和
の
大
切
さ
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い

童
謡
の
会
へ
と
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の

協
力
を
え
て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
元
気
に

毎
日
を
楽
し
く
「
声
を
出
し
て
歌
う
喜

び
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

介護のことなど　お気軽に相談ください
［特別養護老人ホーム　恵昭園］
［アネックス　恵昭園］

上須惠 112-3　須恵町コミュニティバス「平原池前」下車
☎９３３－１６００

［老人保健施設　若杉の里］
上須惠 112-79  須恵町コミュニティバス「佐谷川原」下車

☎９３３－１６３０
「さりげなく喜び」「さりげなく温もり」「さりげなく幸せ」を

たしかに感じることができる生活を支援します

社会福祉法人　恵徳会

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

会員の集いで楽しく元気に歌いました
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昭
穂
若
鶴
会
　
竹
内
　
俊
彦

福
岡
へ
来
て
五
十
一
年
、
須
恵
に
来

て
三
十
五
年
。
人
生
の
大
半
を
福
岡
・

須
恵
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
宮
崎
の

え
び
の
で
産
ま
れ
、
十
八
才
で
福
岡
に

き
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
、
外
食

産
業
に
就
職
し
ま
し
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
→

浜
勝
→
プ
レ
ナ
ス
と
六
十
五
才
ま
で
外

食
一
筋
で
し
た
。
五
十
二
才
で
社
員
の

の
れ
ん
分
け
制
度
を
利
用
し
て
独
立
し

ま
し
た
が
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
て
五
十
五

才
で
浜
勝
を
退
店
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
プ
レ
ナ
ス
で

六
十
五
才
ま
で
働
き
ま
し
た
。
現
在

は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

の
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
、
ボ
ケ
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。
最
後
に
家
族
を
紹
介
し

ま
す
。
福
岡
出
身
の
妻
と
三
人
の
娘
が

い
ま
す
。
娘
た
ち
は
、
独
立
し
て
い
ま

す
が
、
み
な
独
身
で
す
。
孫
の
顔
を
見

る
の
が
、
今
の
楽
し
み
で
す
。

こ
の
自
然
豊
か
な
須
恵
町
で
余
生
を

過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
地
域
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
、

交
通
指
導
員
と
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

の
役
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。（

仲
睦
ま
じ
い
竹
内
さ
ん
ご
夫
妻
）

甲
植
木
甲
寿
会
　　

御
手
洗
　
久
子

私
は
、
三
十
メ
ー
ト
ル
先
の
ホ
ー
ル

目
掛
け
て
、
ク
ラ
ブ
を
思
い
っ
き
り
振

り
ま
し
た
。「
ハ
イ
ッ
タ
」
の
声
で
思

わ
ず
手
を
揚
げ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て

の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
、
嬉
し
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
出
会
い
は
、

平
成
初
め
頃
、
亡
き
主
人
の
紹
介
で
、

数
人
で
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

当
初
は
、
町
の
健
康
広
場
で
、
練
習

し
て
い
ま
し
た
が
、
活
動
場
所
が
遠

く
、家
の
都
合
で
活
動
を
や
め
ま
し
た
。

あ
る
年
、
旅
石
の
グ
ラ
ン
ド
で
練
習

し
て
い
る
旅
石
グ
ル
ー
プ
を
知
り
、
再

び
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
町
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
許

可
と
、
区
長
さ
ん
か
ら
道
具
一
式
を
揃

え
て
い
た
だ
き
、
平
成
二
五
年
四
月
よ

り
、
甲
植
木
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

を
、立
ち
上
げ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
家
か
ら
五
・
六
分
、レ
イ
ン
ボ
ー

道
路
を
渡
る
と
、
旅
石
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

見
え
ま
す
。
道
具
を
入
れ
た
シ
ル
バ
ー

カ
ー
を
押
し
な
が
ら
、
週
の
水
曜
と
金

曜
に
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
甲
植
木
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
回
終

了
後
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
記
録
を
取

り
、
一
年
間
を
集
計
し
て
五
位
ま
で

が
、
賞
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

今
で
は
、
二
〇
数
名
い
た
友
達
も
九

名
に
減
り
ま
し
た
。
数
少
な
い
友
達
で

（
次
頁
に
続
く
）

私
の
履
歴
書

私
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば
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す
が
、
季
節
季
節
の
大
会
や
月
例
会
を

目
標
に
お
互
い
に
健
康
第
一
に
助
け
合

い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

広
報
部
　
大
藪
　
澄
子

ご
紹
介
す
る
の
は
、
須
恵
福
寿
会
の

山
口
加
寿
子
様
で
す
。
ご
存
じ
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
つ
ど
い

で
、
ア
ザ
レ
ア
の
舞
台
で
、
素
敵
な
和

服
姿
で
優
雅
に
踊
っ
て
下
さ
る
姿
に
見

と
れ
た
も
の
で
す
。

他
の
一
面
は
、
幼
時
か
ら
毛
筆
を
持

ち
、
書
を
遊
び
の
よ
う
に
楽
し
み
、
今

に
至
る
迄
書
道
を
た
し
な
み
、
80
才
迄

小
学
校
の
卒
業
証
書
を
書
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
な
さ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

去
る
5
月
30
日
（
木
）
久
々
の
要
請

に
応
え
て
須
恵
第
二
小
学
校
三
年
生
四

ク
ラ
ス
の
お
子
達
に
「
書
」
を
指
導
さ

れ
る
と
聞
き
、
見
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

「
今
迄
に
た
く
さ
ん
の
事
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
私
の
や
り
が
い
の
一
つ
で

あ
る
書
道
指
導
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。」
ま
た
、「
三
年
生
の
お
子
達
の
、

素
直
な
感
謝
・
よ
ろ
こ
び
も
、私
に
と
っ

て
は
勲
章
の
よ
う
な
物
。
指
導
な
さ
っ

た
担
任
の
先
生
共
々
、こ
ち
ら
こ
そ「
あ

り
が
と
う
」
と
申
し
上
げ
ま
す
。」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

西
原
若
草
会
　
　
白
水
勝
元

　

今
回
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
書
い

て
み
た
い
。

　

ラ
ジ
オ
な
ど
を
良
く
聴
く
人
は
音
の

良
い
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
お
奨
め
し
た
い
。

90
年
代
は
素
晴
ら
し
い
オ
ー
デ
ィ
オ
機

器
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が

ら
ラ
ジ
カ
セ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
デ
ッ

キ
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
に
関
し
て
は
技
術
者

が
い
な
く
な
っ
て
今
は
良
い
製
品
は
ご

く
少
な
い
。

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
デ
ッ
キ
に
関
し
て

は
オ
ー
ト
リ
ヴ
ァ
ー
ス
技
術
が
失
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
頃
は
ラ
ジ
カ
セ
で
も

オ
ー
ト
リ
ヴ
ァ
ー
ス
を
備
え
て
い
た

し
、
故
障
も
少
な
か
っ
た
。

　

チ
ュ
ー
ナ
ー
で
頑
張
っ
て
い
る
の

は
、
ア
キ
ュ
フ
ェ
ー
ズ
位
だ
が
、
そ
の

製
品
は
2018
年
４
月
に
発
売
さ
れ
た
Ｔ

-

１
２
０
０
が
現
役
で
、
新
品
は
44
万
円

も
す
る
の
で
お
い
そ
れ
と
買
え
な
い
。

　

音
の
良
い
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
ソ
ニ
ー
、

ケ
ン
ウ
ッ
ド
、
パ
イ
オ
ニ
ア
等
の
メ
ー

カ
ー
が
90
年
代
に
発
売
し
た
も
の
か
ら

選
ぶ
の
が
良
い
と
思
う
。

　

プ
リ
メ
イ
ン
ア
ン
プ
と
ス
ピ
ー
カ
が

必
要
だ
が
、
そ
れ
程
高
価
な
も
の
で
な

く
て
も
良
い
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
ミ
ュ

ジ
ッ
ク
で
聞
き
流
し
で
も
良
い
し
、
音

が
良
い
番
組
な
ら
録
音
す
る
の
も
良
い
。

　

機
種
と
し
て
は
ソ
ニ
ー
な
ら
、

・
Ｓ
Ｔ

-

Ｓ
Ａ
５
Ｅ
Ｓ

・
Ｓ
Ｔ

-

Ｓ
３
３
３
Ｅ
Ｓ
Ｊ

　

ケ
ン
ウ
ッ
ド
な
ら
、

・
Ｋ
Ｔ

-

６
０
５
０

・
Ｋ
Ｔ

-

６
０
４
０

　

パ
イ
オ
ニ
ア
な
ら
、

・
Ｆ

-

７
１
７

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

な
か
で
も
名
機
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
リ
モ
コ
ン
も
あ
る
。
パ
イ
オ

ニ
ア
は
程
度
の
良
い
も
の
は
ご
く
少
な

い
。

　

他
は
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
見
つ

か
る
と
思
う
。
ソ
ニ
ー
は
多
く
出
品
さ

れ
て
い
る
が
、
整
備
済
み
の
１
万
５
千

円
か
ら
２
万
円
位
が
安
心
し
て
落
札
で

き
る
。
あ
ま
り
安
い
も
の
は
程
度
が
良

（
次
頁
に
続
く
）

私
の
オ
ー
デ
ィ
オ
遍
歴（
４
）

「
書
道
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

見
学
記

指導中の山口さん
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く
な
い
の
で
、
要
注
意
だ
。
自
分
で
修

理
で
き
る
な
ら
ジ
ャ
ン
ク
品
で
も
良
い

か
も
知
れ
な
い
。

　

ソ
ニ
ー
製
は
音
に
ツ
ヤ
が
あ
り
高
域

は
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
。

　

ケ
ン
ウ
ッ
ド
製
は
お
と
な
し
い
音
だ

が
質
が
良
く
耳
障
り
な
音
が
な
い
。

　

自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
の
電
波
の

状
態
や
、
ア
ン
テ
ナ
の
選
択
も
重
要
で

あ
る
。

　

知
り
合
い
や
オ
ー
デ
ィ
オ
マ
ニ
ア
が

近
く
に
い
る
な
ら
、
そ
の
人
に
相
談
す

る
の
が
良
い
。　
　
　
　
　
　

（
続
く
）

太
田
整
形
外
科

院
長
　
　
太
田
　
一
州

こ
ん
に
ち
は
、
太
田
整
形
外
科
の
太

田
で
す
。
早
い
も
の
で
、
今
年
で
開
業

二
十
七
年
目
に
な
り
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
ま
で
し
た
。
開
業
準
備

の
頃
か
ら
、
地
元
の
皆
様
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
馬
の
骨
か
も
わ

か
ら
な
い
私
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
も
ご
支
援
い
た
だ
き
、
今

日
を
む
か
え
て
お
り
ま
す
。
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　

須
恵
町
で
は
、
初
め
て
の
整
形
外
科

の
開
業
医
で
し
た
。
開
業
当
初
か
ら
高

齢
者
の
転
倒
予
防
、
寝
た
き
り
の
予
防

を
中
心
に
、
外
傷
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、

膝
痛
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
、
リ
ウ
マ
チ
な

ど
整
形
外
科
全
般
の
治
療
を
リ
ハ
ビ
リ

に
重
点
を
置
き
や
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
道
路
向
か
い
の
ビ
ル
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
い
こ
い
の
森
」
を
併

設
し
、
院
内
に
て
デ
イ
ケ
ア
な
ど
の
介

護
保
険
の
事
業
も
し
て
お
り
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
、
看
護
師
二
名
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
技
師
一
名
（
看
護
師
免
許
所
有
）
受

付
事
務
四
名
（
非
常
勤
一
名
）
理
学
療

法
士
八
名
（
入
院
、
手
術
を
し
て
い
な

い
施
設
で
は
か
な
り
充
実
し
て
い
ま

す
）、
リ
ハ
ビ
リ
助
手
三
名
、
送
迎
二

名
、
総
務
一
名
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
五
名

（
う
ち
二
人
は
看
護
師
）
平
日
の
診
療

は
私
が
担
当
し
、
土
曜
日
は
三
名
の
九

大
関
連
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
持
っ
た

医
師
が
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

二
十
七
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

骨
粗
鬆
症
を
早
期
発
見
し
、
薬
、
リ

ハ
ビ
リ
に
て
寝
た
き
り
、
要
介
護
の
原

因
と
な
る
大
腿
骨
頸
部
骨
折
を
予
防

し
、
受
傷
し
た
際
に
は
連
携
先
病
院

（
福
岡
青
洲
会
病
院
は
福
岡
大
学
整
形

外
科
の
関
連
病
院
と
し
て
信
頼
で
き
る

診
療
を
し
て
い
る
）
で
の
早
期
治
療
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に
て
早
期
社
会
復

帰
に
多
少
な
り
と
も
貢
献
で
き
て
い
る

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
医
を
開

業
時
よ
り
担
当
し
第
三
小
学
校
を
数

年
、
そ
の
後
須
恵
中
学
校
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
検
診
で
特
に
脊
柱
側
彎
症
の

早
期
発
見
、
須
恵
中
学
校
以
外
の
学
校

検
診
で
の
紹
介
生
徒
さ
ん
の
診
察
、
必

要
時
は
福
岡
こ
ど
も
病
院
へ
の
紹
介
、

当
院
で
の
経
過
観
察
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
成
長
期
の
子
供
さ
ん
に
関
し

て
は
、
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
で
の
自
粛
生
活
に
よ
る
運
動
不
足
が

招
い
た
影
響
で
身
体
の
硬
さ
、
関
節
の

可
動
域
不
良
が
残
っ
て
い
る
子
供
さ
ん

が
多
く
み
ら
れ
、
痛
み
な
ど
の
障
害
を

認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
指
導
し
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
復
帰
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
中

高
年
の
方
の
原
因
の
な
い
痛
み
は
加
齢

に
よ
る
影
響
が
出
始
め
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
は
リ
ハ
ビ
リ
に
て
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
身
体
の
ケ
ア
の
指
導

な
ど
治
療
を
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
事
で
す
が
、
昨
年
還
暦

を
迎
え
今
年
六
十
一
歳
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
長
男
が
九
州
中
央
病
院
の

研
修
医
二
年
目
で
、
来
年
は
福
岡
大
学

整
形
外
科
に
入
局
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
数
年
後
に
は
私
と
一
緒
に
診
療
し

て
い
る
で
し
ょ
う
。

医
療
施
設
等
紹
介
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会
員
訃
報
で
掲
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
、
今
月
号
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。

「
会
員
の
集
い
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

誌
面
構
成
の
都
合
に
よ
り
第
２
９
５
号

（
令
和
７
年
１
月
号
）
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

﹁
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
﹂

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
咳
、
く
し
ゃ

み
、
つ
ば
な
ど
の
し
ぶ
き
と
共
に
放
出

さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
、
鼻
腔
か
ら
吸
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
患

者
・
周
囲
の
人
が
共
に
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
飛
び
散
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
も
の
を
手
で

触
る
と
、
鼻
や
口
、
目
、
肌
な
ど
を
介

し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
手
洗
い
が
感
染
を
防

ぐ
う
え
で
有
効
で
す
。

ま
た
、
冬
場
の
室
内
で
は
、
加
湿
器

な
ど
を
使
っ
て
50
～
60
％
の
湿
度
に
保

つ
こ
と
も
効
果
的
で
す
。　
　

（
松
本
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

須　

恵　

武　

谷　

ス
マ
子　

様　

95
歳

令
和
6
年
5
月
7
日

甲
植
木　

長　

澤　

須
眞
子　
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上須恵若水会

アザレア会

城山福寿会 パソコン教室 展示場設営

上須恵若水会

旅石豊寿会

恵西百寿会

昭穂若鶴会

佐谷建正会

乙植木楽しみ会


